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平成6年度　一般会計　決算

歳入 45億3，241

万円歳出 44億5，692万円
平
成
六
年
度
の
国
見
町
一
般
会
計
と
特
別
会
計
は
、
歳
出
の
徹
底

し
た
見
■
し
合
理
化
、
既
存
の
制
度
や
施
策
に
つ
い
て
も
同
様
に
見

直
し
を
行
い
、
経
費
の
徹
底
し
た
節
減
合
理
化
に
努
め
、
弾
力
的
な

財
政
対
応
に
配
慮
し
、
主
要
施
策
と
重
点
施
策
を
推
進
し
ま
し
た
。

一
般
会
計
と
特
別
会
計
の
合
計
額
は
歳
入
が
六
十
九
億
三
千
四
百

二
十
八
万
三
千
円
、
歳
出
が
六
十
七
億
四
千
三
百
十
八
万
円
で
、
一

億
九
千
百
十
万
三
千
円
の
黒
字
と
な
り
ま
し
た
。

一
般
会
計
の
歳
入
総
額
は
、
四
十
五
億
三
千
二
百
四
十
一
万
二
干

円
（
対
前
年
比
ニ

ー
％

減
）
、
一
方
歳
出
総
額
は
、
四
十
四
憶
五
千

九
百
六
十
一
万
九
千
円
（
同
二
〇
・
七
％
減
）
と
な
り
ま
し
た
。

歳
入
決
算
の
状
況

一
般

会
計

歳
入

総
額

の
自

主
財
源

と
依
存

財
源

の
構

成
比

は
、

自
主
財

源
か

三
．一
．
・
六
％

、
依

存
財

源
か
六

六

・
四
％

と
な

り
て

い
ま

す
．

ま
た
、
地
方
譲
与
脱
、
利
１
割
交

付
金
、
自
動
車
取
得
脱
交
付
金
な
ど

か
増
額
交
付
と
な
っ
た
も
の
の
、
国

か
ら
交
付
さ
れ
る
財
源
の
う
ち
四
割

強
を
占
め
、
町
の
財
政
運
営
に
大
き

な
影
響
力
を
も
っ
地
方
交
付
税
は
、

総
額
二
十
億
五
千
九
百
六
十
三
万
二

千
円
と
な
り
ま
し
た
。

な
お
、
観
月
台
文
化
セ
ン
タ
ー
建

設
事
業
か
終
了
し
た
こ
と
な
ど
に
よ

る
町
債
の
減
、
ふ
る
さ
と
振
興
基
金

や
文
教
施
設
整
備
基
金
な
ど
か
ら
の
繰

入
金
の
減
な
ど
も
歳
入
全
体
の
伸
び

率
を
押
さ
え
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

歳
出
決
算
の
状
況

平
成
六
年
度
一
般
会
計
歳
出
決
算

の
目
的
別
磚
成
比
は
、
次
の
グ
ラ
フ

の
と
お
り
で
す
。

こ
の
二
っ
の
構
成
ご
と
に
伸
び
率

を
見
た
場
合
、
自
主
財
源
は
前
年
対

比
二
三
・
六
％
、
依
存
財
源
は
同
比

十
九
こ
（
％
の
減
と
な
り
ま
し
た
。

自
主
財
源
の
う
ち
、
約
六
割
を
占

め
る
町
税
の
収
入
決
算
額
は
、
八
億

五
千
三
百
七
万
五
千
円
で
、
対
前
年

比
二
・
三
％

の
減
と
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
固
定
資
産
税
や
軽
自
動

市
脱
、
た
ば
こ
消
費
税
か
伸
び
た
も

の
の
個
人
町
民
税
と
法
人
町
民
税
の

特
別
減
税
や
法
人
所
得
の
低
迷
に
よ

り
減
収
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

歳入内訳



主
な
事
業
の

実

施

状

況

総
務
費
は
。
岡
見
東
部
高
齢
者
等

活
性
化
セ
ン
タ
ー
体
育
郎
及
び
関
連

工
事
費
五
千
三
百
九
十
六
万
一
千
円
、

役
掛
庁
舎
施
設
工
事
百
九
十
一
万
六

千
円
な
ど
、
総
額
八
億
五
千
七
百
三

十
五
万
六
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

民
生
費
は
、
テ
ィ

ー
サ
ー
ビ
ス
事

業
な
ど
の
老
人
福
祉
費
に
一
億
九
千

百
八
十
一
万
二
千
円
。
身
体
障
害
者

福
祉
費
に
一
千
九
ａ

二
十
七
万
円
、

児
童
福
祉
費
に
九
千
八
百
六
十
九
万

一
１
円
な
ど
総
額
三
億
九
千
四
百
四

万
三
千
円

の
支
出
と
な
り
、
障
害
者

や
乳
児
・
高
齢
者
ま
で
安
心
し
て
暮

ら
せ
る
よ
う
き
め
細
や
か
な
対
応
に

つ
と
め
ま
し
た
。

健
康
づ
く
り
と
疾
病
予
防
対
策
の

強
化
に
っ
と
め
た
衛
生
費
は
、
公
立

藤
田
病
院
負
担
愈
か
三
億
一
千
五
百

五
十
七
万
九
千
円
、
当
町
の
踝
喘
の

ひ
と
つ
で
あ
る
水
資
源
対
策
に
つ
い

て
も
源
宗
山
配
水
池
建
般
事
業
費
な

ど
に
一
億
七
千
三
十
八
万
五
千
円
、

ま
た
、
年
々
深
刻
化
す
る
ゴ
ミ
対
策

事
業
な
ど
を
行
っ
た
清
掃
費
、
七
千

五
百
四
十
七
万
七
千
円
な
ど
総
額
八

億
一
千
二
百
十
九
万
二
千
円
と
な
り

ま
し
た
。

土
木
費
は
。
生
活
関
連
道
路
改
良

事
業
賢
、
河
川
改
修
、
公
営
住
宅
建

般
事
業
な
ど
総
額
六
億
二
千
七
百
六

十
一
万
六
千
円
の
支
出
と
な
り
ま
し

た
。教

育
費
に
つ
い
て
は
、
生
涯
学
杏

を
推
進
す
る
た
め
、
（

Ｉ
ド

ー
ソ
フ

ト
両
而
の
充
実
を
目
標
に
、
上
野
台

迎
動
公
園
内
の
総
合
迎
動
場
趣
股
事

業
に
一
億
七
千
七
μ

六
十
五
万
四
千

円
、
芸
術
文
化
振
興
賢
に
二
千
五
町

九
十
三
万
円
な
ど
を
は
じ
め
と
す
る

杜
会
教
竹
費
に
三
億
九
千
三
百
八
十

六
万
九
千
円
。
次
代
を
担
う
青
少
年

育
成
や
情
餓
教
育
設
備
の
拡
充
を
図

っ
た
小
中
学
校
・
幼
稚
別
費
に
一
億

円
千
三
百
六
十
三
万
二
千
円
な
ど
総

額
六
億
じ
百
九
卜
四
万
九
不
円
で
す
。

公
債
費
は
、
残
高
五
十
五
億
二
ｆ

五
百
九
卜
七
万
四
千
円
で
、
二
億
九

ｆ
四
百
七
十
三
万
三
千
円
の
増
と
な

り
ま
し
た
。
こ
の
内
訳
は
、
一
般
会

計
分
か
、
五
十
億
五
千
三
卜
五
万
六

千
円
、
公
共
下
水
道
会
計
が
四
億
七

千
五
’β
一
万
六
千
円
、
貝
田
簡
易
水

道
会
計
が
六
十
万
二
千
円
と
な
り
ま

し
た
。
公
債
費
の
適
正
度
を
み
る
国

見
町
の
公
債
費
負
担
比
率
は
、
十
一

％
で
、
県
内
市
町
村
平
均
十
二
・
九

％
を
下
回
る
と
と
も
に
、
警
戒
ラ
イ

ン
を
も
下
回
り
、
適
正
な
規
暎
で
推

移
し
て

い
ま
す
。

な
お
、
流
域
下
水
道
事
業
や
公
共

下
水
道
事
楽
の
事
業
址
増
大
に
伴
う

こ
れ
ら
の
事
業
債
に
つ
い
て
は
、
そ

れ
ぞ
れ
五
〇
％
の
交
付
税
措
置
が
な

さ
れ
る
こ
と
に
な
『

て
い
ま
す
。

農
林
水
産
業
に
つ
い
て
は
、
町
の

基
幹
産
業
で
あ
る
農
業
の
扱
興
育
成
。

光
セ
ン
サ
ー
増
設
事
業
。
団
体
営
殿

道
整
備
事
業
な
ど
の
農
業
費
に
三
億

五
千
八
百
三
十
七
万
六
千
円
、
林
道

貝
田
線
舗
装
と
西
畑
線
開
設
工
事
費

な
ど
を
実
施
し
た
林
業
費
が
五
千
七

百
八
十
万
七
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

町
の
観
光
・
商
工
業
振
興
対
策
費

と
し
て
の
商
工
費
で
は
。
三
千
二
百
四

十
五
万
八
千
円
の
支
出
を
み
ま
し
た
。

消
防
費
に
つ
い
て
は
、
森
山
防
災

セ
ン
タ
ー
建
設
・
消
防
屯
所
川
築
工

事
費
に
千
五
百
五
十
六
万
四
千
円
、

防
火
水
槽
設
置
工
事
費
に
七
百
九
十

八
万
円
な
ど
総
額
一
億
八
千
八
百
九

十
九
万
円
の
支
出
と
な
り
ま
し
た
。

一人当たりの歳出額

主要施策事業別支出内容
( 単位：千円)

１　 活力あ る町づくりの僻通

・ 企業誘致僻湯 と環境警備　　　　　　　609. ０００
・ 商工業の胄威強 化　　　　　　　　　　3  487
・ 観光の紬遮　　　　　　　　　　　　　　 卯|
・ 輿業の振 興推通　　　　　　　　　　4 45.7( Ｍ
・ 農裏生産蕃盤 の螫 嫋　　　　　　　　　ｰ  .005
・ 林業の振興　　　　　　　　　　　　　.273

・ 若年層 竃着 化の僻遠　　　　　　　　　　82
・町 のイメージの高揚　　　　　　　　　27  は
・ふ るさと振興 事裏　　　　　　　　　　9.005

・地区 集会所雙 鱒促進　　　　　　　　　　3.7
n　 快適 で住 みよい町づ くりの横通

一道路 の螫爾　　　　　　　　　　　　243  ､ 望 15
・河 川等の螫 鏑　　　　　　　　　　　　ｰ  2.546
・町営 住宅　　　　　　　　　　　　　ｰ  20 ､ 70
・ ふるさとマ イφ‐ 厶細通事業　　　　　　　 茜ｓ4
・ 都市計鹵事 業　　　　　　　　　　　　.951
・７ 水道の螫鱗　　　　　　　　　　　　3.363
・ 水寶潭の確保推適　　　　　　　　　　 ２３２.０s7
・ 消防体制の充実強 化と防災刈策の僻遠　　　ｰ  82 ､ 17
・ 文通安全吋鬻の撒進 と防犯対策の備通　　　ｰ  203
・ きれいな町づくり の横道　　　　　　　　03.055
・地 第 鋼 査事業の横増　　　　　　　　　47.05  ｰ

1　 子どもからお年寄 りまで● 嗽で安心 廴で暮らせる●fづ
くり 横遠

・隷摩づ くりの徊漣　　　　　　　　　　s ｓ5.s03
・母 子保健の僻進　　　　　　　　　　　　9   ー3
・老 人保健事 業の横増　　　　　　　　　770.916
・医康 サービ スの充実強化　　　　　　　3   ー5.
・老 人福祉旄鬻　　　　　　　　　　　　ｰ  78.359
・身体障害 者福祉の麹進　　　　　　　　　ｰ  5. g32

・ 兇業 福祉の継端　　　　　　　　　　　ｰ  02 靆
・ 社会福祉の充実強化　　　　　　　　　57.736
・圃 民年金事爵の僻油　　　　　　　　　　6.78

詼　国 兇町 の将米を椥 う人14育碇の横遍
・ 自主性 と創 透性 を仲ばす掌校教育の紬進　　%.  985

・ 生淵 学習の充実 と巣通　　　　　　　　　10.729
・ふ るさとの 文化 と伝統を生かした文化活 鋤の摺通

29.３６０
・健摩 と体力の増進 を目指す社会 体育の継進　233.634
・ふく しま国体の啓葷周知及ぴ参加 鳩力　　　3.070
・ 伸ぴゅ く腎少年の健 全育成と峰 人の 社会 参ヵ1　426
・国際 文流事業推遠　　　　　　　　　　　9.5   ー4

ｖ　 町 民総 参加の町政柵耋
・広報広聴活鵜の細道　　　　　　　　　 】 3.87
・町功劣 者の表彰　　　　　　　　　　　　6.439

町　 抒財政 体制の充実
・サービ ス向上，橢li 懴質向上． 行蔵櫨構改革．町内会

等岨織 との漣携強化　　　　　　　　　　9. ３８１
・納税思恵の高櫛と税 徴 収の向上　　　　　21.697
・長刈的綢懷にた９た財政運営の帰 赱　　　2  .  2

特 別 会 計 決 算 総 括 表 ( 晰位：円)

会　　　　 計 �ａ　　 人 �歳　　出 �歳入歳出差引額

囚民健康保険特別会計�783.826,4Z9�69L  . �62. 6. 国 8

老人 侭健符別 会針�6 1 ･ �6  ･ �I.403.05X）

貝田舞易水道特別会計� 浦 .4 れ . �9.421,595�1.0SS.613

育 英 特 別 会 計�6.024.3 �5  .3  卩� れ 0

公共下水道事裏特別会針�4.  5. �254.097,874�.  6

渇水対策施設特別会計�13.5淑).9(廸�12,650.的0�93.  田 8

土地閥発恥夐特別会計�1.5123 � 引 5.72L 2� 引 .8 .4

合　　針 �2 ､ 40 匚 訂 �2.2 . . 5 �8.  引



シルバー人材センター設立

生

き

が

い

と

社

会

参

加

を

平
成
六
年
度
か
ら
設
立
に
向
け
て
調
査
検
討
さ
れ
て
き
た
シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー
が
九
月
二
十
日
に
設
立
総
会
を
開
き
、
発
足
し
ま
し
た
。

伊
達
郡
内
で
は
四
番
目
の
設
立
で
、
会
畏
は
五
十
五
人
。

国
見
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

は
、
人
生
八
十
年
時
代
と
い
わ
れ
る

長
寿
社
会
を
迎
え
、
高
齢
者
の
社
会

参
加
を
と
お
し
て
生
き
か
い
を
見
出

し
て
も
ら
お
う
と
い
う
趣
旨
の
も
と

に
設
立
さ
れ
た
も
の
で
す
。

ま
た
、
国
見
町
の
六
十
五
歳
以
上

の
高
齢
者
の
割
合
は
、
平
成
十
二
年

に
は
四
人
に
一
人
と
予
想
さ
れ
ま
す
。

欧
米
で
の
高
齢
化
が
約
七
十
年
を

か
け
て
級
や
か
に
辿
ん
だ
こ
と
に
比

べ
．
日
本
は
約
三
十
年
と
い
う
早
さ

で
到
来
し
ま
す
．

こ
の
よ
う
な
中
に
あ

り
て
、
町
の

産
業
や
経
済
の
活
力
を
維
持
し
つ
つ
．

発
展
す
る
た
め
に
は
、
高
齢
者
の
履

川
と
就
業
対
策
の
拡
充
か
必
嬰
と
な

う
て
き
ま
す
．

性
別
に
関
係
な
く
、
心
身
と
も
に

健
康
で
、
働
く
意
欲
の
あ
る
高
齢
者

や
特
殊
技
能
を
持
・
た
商
齢
者
に
、

一
時
的
あ
る
い
は
短
期
的
な
就
業
の

機
会
を
確
保
し
、
提
供
す
る
母
体
と

し
て
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
か
設

立
さ
れ
ま
し

た
。

設
立
総
会
は
、
九
月
二
十
日
、
観

月
台
文
化
セ
ン
タ
ー
で
、
関
係
者
約

五
十
人
か
出
席
し
、
開
か
れ
ま
し
た
。

総
会
に
あ
た
り
冨
永
町
長
は

『
平

成
五
年
度
の
答
申
か
ら
今
日
の
設
立

総
会
ま
で
ご
指
導
と
協
力
を
い
た
だ

い
た
福
島
公
共
職
業
安
定
所
と
設
立

準
備
委
貝
会
の
み
な
さ
ん
に
感
謝
し

ま
す
。
高
齢
者
が
持
つ
優
れ
た
知
識

と
鰹
験
を
社
会
に
還
元
し
て
も
ら
え

れ
ば
幸
い
で
す
』
と
あ

い
さ
つ
。

来
賓
と
し
て
出
席
し
た
吉
田
町
銭

会
議
長
と
大
越
和
夫
柵
島
公
共
職
業

安
定
所
長
か
祝
辞
を
述
べ
た
後
、
定

欣
、
予
算
等
の
議
案
を
審
議
。

ま
た
、
遡
任
さ
れ
た
役
員
等
は
次

の
と
お
り
。
　
　
　

（
敬
称
略
）

理
事
長
　
　

安

達

要

造

副
理
事
長
　

曳

地

善

作

斎

藤
　
正
　

芙

専
務
理
事
　

松

浦

幸

雄

事
務
局
長
　

松

浦
　
　

宏

■

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
事
務
所

雲
翦
2
1
1
1
　

内
線
３
０
７

ご利用く ださい　技と経験

55人の経験豊富な方々たちがみなさんのお手伝いをします

(平成７年度単価表)

韈　　　　　　　　 楴 単 位 嗽　　 攝 備　　　　　　　 考

柚木・盆栽

大工（体繕）

喰 装

ｌ畤問

ｌ畤問

ｌ時間

9(X)円

9(X)円

9(X)円

残材潭擶費は別。助手

材料我は別。助ｆ

材丹費は別。助手

除草（手作鵞）

除草（機械使用）

伐探（機械陵阻）

･餃慶耕軽作裏

１畤閾

１畔闘

１時問

１時間

6a)円から

8SO円から

850円から

650円から

機械損料油代1 時間150円

俾棹損糾油代1 時聞150円

！内外軽作業

清掃（一般）

岬掃（油19れ｝

濟掃（蔭地）

１時間

】時間

１時聞

】区画

6(X)円から

6(X)円から

700円から
2. 円

材料費は別

広さで加算

家事・子守・f伝い

病人付添（銃闘）

病人付添（夜間）

１時間

１時間

｜時間

600円から

600円から

700円から

盆、正月は20％を加算

盆 正月は20%を加算
ふすま張 り（天降・地降

ふすま張 り（董片面）

ふ すま彊 り（中愈付）

ふすま張 り（ガラス入・似広）

障 子張 り（ ランマ）

鱆f 僵 り（窓 付き｝

陣f 張 り（ 並）

障 子張り(  2 り）

呻-f僵 り（雲見ガラス人・幅広｝

１　枚

１　枚

１　枚

１　枚

１　枚

１　枚

１　枚

１　枚

１　枚

5a)円

1,(XX)円

l)o円

1.200円

XX)円

400円

洫)円

5 円

6 !円

封料費は別

材科費は別

封外費は別

材科費は桝。

白匐奉運転

集金・肥達

１畤蒻

１畤問

7(X)円から

&X)円から

賞状浮書｛毛筆）

貫状浄癧（毛筆）

婚礼招il状（毛筆）

はがき封書｛毛筆）

はがき封書（毛筆）

はがき封書（毛筆）

はがき封き（ベン）

１　枚

１　枚

１ 組

１ 枚

１　枚

１ 枚

１　枚

2,0(X)円から

300円

哨11

30円から

30円

40円

IS円

Ａ３･Ｂ４･Ｂ５･全文書

郎分耆

本状・氏名と封書の宛名

ft所・氏名・郵艇鏖号

tt所・事夐所名・郵便●号

住所･事業所名･及職･氏名

佳所・氏名・弗便番号

親族ａ・祝辞・弔辞（毛兼）

席札｛毛筆）

１ 岨

１ 枚

2,000円から

20円

式次第（毛筆）

立番呎・横断幕

１　枚

１　吹

2,000円から

Z000円から

ワープロ文き作成

一般事府

経理事務

１吟間

１叶同

｜時聞

52円

600円

6SO円

B5 販

和 裁 ｜　枚 40(X)円から 生地・種類による
1 仕事を発注される方 へ1

1｡この蕃準単価を基礎とし て、 発注 者と人材センターが話し合って受注 単価を決竃し

ます。

2.受注 単価のほかに、５％の 事務費 を負担し てい ただきます。

3.仕事が尭了讀。人材センターより代 金を纃求し まずから、鱗求の日から７日以内に

納人してください。



公

共

下

水

道

の

一
部
供
用
開
始
を
前
に

４

国
見
町
で
は
、
住
み
よ
い
生
活
環
境
を
整
備
す
る
た
め
、

公
共
下
水
道
工
事
を
進
め
て
い
ま
す
が
、
い
よ
い
よ
平
成

八
年
四
月
一
日
に
は
、
一
部
の
地
域
で
下
水
道
供
用
が
始

ま
り
ま
す
。

下
水
道
に
つ
い
て
シ
リ
ー
ズ
で
お
知
ら
せ
し
て
い
る
今

回
は
、
「
受
益
者
負
担
金
」
に
つ
い
て
で
す
。

受

益

者

負

担

金

下
水
道
か
整
備
さ
れ
る
と
汚
水
の

排
除
か
で
き
る
だ
け
で
な
く
。
周
辺

の
生
活
環
境
も
改
胯
さ
れ
ま
す
。

し
た
が
っ
て
、
下
水
道
の
な
い
地

域
に
く
ら
べ
る
と
そ
の
土
地
利
用
価

破
か
上

が
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
し

か
し
、
下
水
道
事
業
が
、
主
と
し
て

国
や
町
な
ど
の
公
費
（
脱
金
な
ど
）

で
行
わ
れ
て

い
ま
す
か
、
下
水
道
の

便
益
を
受
け
る
の
は
、
下
水
道
か
設

置
さ
れ
た
地
城
の
人
々
で
す
。

受
益
者
負
担
金
は
、
こ
の
よ
う
に

下
水
道
か
整
備
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、

利
益
を
受
け
る
＆
た
ち
か
ら
。
ド
水

道
世
設
費
の
一
郎
を
負
担
し
て
む
ら

う
制
度
で
す
。

受
益
者
負
担
金
の
賦
課
徴
収
に
つ

い
て
は
、
「
国
見
町
下
水
道
事
業
受

益
者
負
担
に
閠
す
る
条
例
‘
に
観
定

さ
れ
、
上
地
の
所
有
荐
を
受
益
者
と

し
、
負
担
金
を
納
め
て
い
た
だ
く
し

の
で
す
。

た
だ
し
、
他
人
の
七
地
に
建
物
を

建
て
て
い
る
地
Ｌ
権
者
、
担
保
設
定

し
て
い
る
質
権
者
や
上
地
を
借
り
て

建
物
を
建
て
て
い
る
賃
借
Ｌへ
か
い
る

と
き
は
、
そ
の
権
利
を
持
コ

‘
い
る

人
と
な
り
ま
す
。
（
下
段
｛
受
益
者

の
決
め
方
｝
を
参
照
し
て
く
だ
さ
い
）

計

算

方

法

受
益
者
負
担
命
の
乱
算
方
法
は
、

受
益
者
か
噺
作
し
て
い
る
ｈ
地
の
面

牘
一
平
方
メ
ー
ト
ル
叱「
た
り
、
川
百

瓦
卜
円
を
藏
じ
て
糾
た
額
と
し
て
い

ま
す
．

ま
た
、
受
益
荐
負
担
金
の
賦
課
Ｋ

城
に
っ

い
て
は
．
芥
年
度
の
初
め
に

公
示
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
．

負
担
金
は
、
丘
年
分
割
方
式
を
と

リ
．
さ
ら
に
、

．
年
分
を
川
回
に
分

け
て
支
払

ゝ
て

い
た
だ
く
こ
と
に
な

り
ま
す

な
お
、
負
担
金
の
一
括
納
人
の
場

合
は
、
報
奨
金
の
交
付
を
Ｆ
定
し
て

い
ま
す
．

ま
た
、
災
害
な
ど
特
別
な
事
情
か

あ
る
場（
口
は
、
受
益
者
負
担
企
の
徹

収
猶
予
措
置
や
減
免
措
匱
む
受
け
ら

れ
る
よ
う
定

め
て

い
ま
す
．

説

明

会

受

益
者

負
担

彖
の
賦

課
対
象

と
な

っ
て

い
る
地
Ｋ

の

み
な

さ
ん

に
対
し

て
、
今

後
、

説
明
会

を

開
催
す

る
１

定
で
す

。

‥‥’
陛

な
ど
に
つ
い
て
は
決
定
し
だ

い

お
知

ら
せ
し

ま
す

の
で

、
ぜ
ひ

ご
参

加

く

だ
さ

い
。

■
問
い
介
わ
せ

都
巾
整
備
跪
　
下
水
道
係

霏
6
2
1
1
1
　
内
線
２
６
１

受 益者はＡ

A の 十 ご

Ａか家を瞳

てＢに貸ｔ

ているとき

受 益者はＡ

Ａの上地に

Ａが家を建

てＡか佳人

でいるとき

受 益者はＢ

Ａの 上地に

Ｂか叢を建

てＣに貨し

ているとき

受益者はＢ

Ａのt:地に

Ｂか事を建

てＢか住ん

でいるとき

受益者 の

決 め 方

受益者負担金納付の計算例

1;地の而la　　330 ㎡( １００坿 の川合

･２益者負粗金　330 ㎡ｘ450円－148.5(x)円

このｔ餌を５甲分割で 】年41 則、20回で納付していただくこ

とにな･】．各刪ごとの納付金額は．次の表のようにな･JますI

幃
�

１年目 �２年Ｈ �３年凵 �４年日 �５年目

第１ 岡

４６印 �7. 
刈円 �7.48円 �7.4001円 �7 .400円 �7.400円

第 ２ 期

（８印 �7.400
円 �7,400円 �7.4 |円 �7 .400円 �7.400円

第 ３ 期(10

月) �7.4
円 �7.4 |円 �7.400円 �7,40(〕円 �7.4 圓円

碪 ４ 期(12

月) �7.48
円 �7.400 円 �7,400円 �7.4 側円 �7.400円

4t �30,100円 �29.円�29. 繝 .円 �29. 繝円 �29.円



長崎・大分両県

国見町交流事業を終えて

長
崎
・
大
分
両
県
国
見
町
と
は
、

そ
れ
ぞ
れ
に
交
流
を
推
進
し
て
き
ま

し
た
が
、
昨
年
、
町
村
合
併
四
十
周

年
式
典
・
観
月
台
文
化
セ
ン
タ
ー
落

成
記
念
式
典
に
お
い
で
い
た
だ
き
、

さ
ら
に
、
六
月
に
は
町
及
び
町
議
会

関
係
者
が
両
町
を
、
九
月
に
は
民
生

委
員
の
方
々
が
長
崎
圃
見
町
を
訪
問

し
、
交
流
を
深
め
て
き
ま
し
た
。

今
回
は
、
十
月
三
日
か
ら
六
日
ま

で
の
日
程
で
、
当
町
と
両
県
国
見
町

交
流
使
節
団
（
賀
藤
貞
団
長
）
が
冨

永
町
長
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
携
え
て
両

町
を
訪
問
し
、
相
互
交
流
を
行
っ
て

き
ま
し
た
。

使
節
団
は
、
両
町
の
み
な
さ
ん
の

大
歓
迎
を
受
け
。
交
流
会
は
、
な
ご

や
か
な
中
に
も
、
真
剣
で
熱
心
な
意

見
交
換
が
行
わ
れ
、
大
変
有
意
義
な

も
の
と
な
り
ま
し
た
。

団
員
一
同
、
同
じ
『
国
見
町
』
と

い
う
町
名
が
取
り
持
つ
縁
で
、
こ
れ

は
ど
う
ち
解
け
た
交
流
が
で
き
る
こ

と
に
驚
き
を
感
じ
て
い
ま
し
た
。

最
後
に
、
普
賢
岳
の
被
災
地
を
見

学
し
、
そ
の
被
害
の
大
き
さ
を
目
の

あ
た
り
に
し
、
被
災
さ
れ
た
方
々
に

心
か
ら
お
見
舞
申
し
上
げ
る
と
と
も

に
、
一
日
も
早
い
復
旧
を
祈
ら
ず
に

は
い
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

以
下
、
各
団
員
の
感
想
の
一
部
抜

粋
。
　
　

（
敬
称
略
・
順
不
同
）

農

業
委
貫

会
長
（

交
流

使
節
団

長
）

賀

藤
　
　

貞

人
分
の
方
々
か
農
業
問
題
で
話
町

に
し
た
こ
と
は
、
後
継
者
問
題
で
し

た
。
花
嫁
対
簾
の
話
の
中
で
、
未
婚

抒
の
交
流
を
し
て
ほ
し
い
も
の
だ
と

の
幣
望
か
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
妊

崎
で
は
、
農
地
を
守
る
手
段
と
し
て
、

石
と
の
戦
い
か
あ
り
。
段
々
畑
や
川

圃
と
し
て
今
に
残

こ

’、
い
る
と
の
こ

と
で
、
笘
劣
か
し
の
ば
れ
ま
し
た
、

民
生
・
児
童
委
員

渋
　
谷

愛
　
子

人
分
・
長
崎
の
川
見
町
の
人
々
の

地
城
の
福
祉
に
対
し
て
の
片
え
方
、

活
動
内
容
に
関
心
か
あ
り
ま
し
た
。

意
見
女
換
は
、
真
剣
そ
の
む
の
で
、

時
間
が
足
り
な
い
よ
・
つ
に
も
感
じ
ら

れ
ま
し
た
。

消
防
団
副
団
長

林
　
　

初
　
男

兮

川

の
交
流

使
節

団

に
な
加
さ

せ

て

い
た
だ
き
大

変
勉

強

に
な
り

ま
し

た
　

両

町
と
む

消
防

団
貝

の
定
ｎ

割

れ
が

進
ん
で

い
る
と

の
こ

と
で
し

た
『

そ

れ
で
し
大

分
で

は
町

民
ニ

ー
．．．

人

に

．
へ

、

長
崎
で

は
町
民

ニ

ー
川

人

に

‐‐
人
の
川

八

か

い
る

と
の
こ

と

で

し

た
．

Ｊ
Ａ
伊
達
み
ら
い
国
見
総
合
支
店
最

大
　
波

建
　
一

人
分
・
長
崎
の
川
見
町
と
む
高
齢

化
か
進
み
、
後
継
片
か
ｆ
足
す
る
巾

で
、
町
発
展
を
図
る
た
め
に
、
各
糾

織
・
団
体
と
も
辿
携
を
と
り
、
町
民

の
意
心
が
反
映
さ
れ
て

い
る
こ
と
を

強
く
感
じ
ま
し
た
。
ま
た
。
参
加
さ

れ
た
方
々
か
熱
心
で
。
懇
談
時
間
か

短
く
感
じ
ら
れ
ま
し

た
。

商
工
会
理
事

鈴

木
　
　

光

大
型
店
進
出
、
円
高
な
ど
に
よ
る

厳
し

い
環
境
に
あ
る
な
か
で
の
商
工

会
と
商
店
街
迎
吋
に
つ
い
て
質
川
し

た
と
こ
ろ
、
両
町
の
商
工
会
と
も
に

笘
劣
を
し
て

い
る
と
の
こ
と
。

活
兇
な
心
阯
交
換
が
統
き
、
実
り

多
い
交
流
で
あ

ぺ
た
。『

町
内
会
最

斎
　
藤
　
太
　
助

私
は

、
町
内
会

長

の
立
場

か
・
６
行

政

の
紐
織

な
ど

に
つ

い
て
話

し
合

い

な

が
ら
交

流
を
し

て
き

ま
し

た

特
に

、
当
町
で

尖
施

し
て

い
る

町

政

懇
談
会

の
こ

と
に
っ

い
て

話
を

し

た
と
こ
ろ

両
町

と
も

に
熱

心
に
メ
モ

を
と
ら

れ
、
質

問
が
相
次

ぎ

ま
し

た
’、

町
内
会
長

佐
　
藤
　
元
　
一

人
分
・
長
崎
の
国
見
町
と
も
嚼
農

耻
漁
の
町
で
す

。
特
に
漁
業
は
、
エ

ビ
・
只
類
、
ウ

ー
な
ど
の
近
海
漁
業

か
友
の
よ
う
で
す
。

長
崎
川
見
高
校
サ

。
カ
ー
部
は
、

ふ
く
し
ま
国
体
サ

。
カ
ー
隙
日
に
ち

参
加
ず
る
と
の
こ
と
で
、
町
を
あ
げ

て
応
援
に
行
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

末
長
く
交
流
を
続
け
ら
れ
ま
す
よ

う
お
願
い
い
た
し
ま
す

町
内
会
長

阿
　

部
　
怛
　
夫

ど
こ
の
自
治
体
で
も
人
口
増
と
活

性
化
を
本
気
で
考
え
て
い
る
こ
と
や

将
家
、
三
つ
の
国
見
町
か
有
意
義
な

交
流
を
進
め
る
べ
き
だ
と
思

。
た
こ

と
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
の
町
で
、
活
発

な
意
見
の
交
換
、
質
疑
応
答
な
ど
か

吁
わ
れ
、
お
瓦
い
に
理
解
を
深
め
る

こ
と
か
で
き
。
本
当
に
良
い
研
修
で

し
た
。

町
内
会
長

佐
　
職
　
清
　
春

町
情
勢
、
農
協
連
絡
等
に
つ
い
て

意
見
を
交
換
し
。
私
た
ち
の
岡
見
町

も
す
ぱ
ら
し
い
町
で
あ
る
と
感
じ
ま

し
た
。

大
分
国
Ｈ
｀
町
に
は
、
町
営
の
国
見

温
叭

『
あ
か
ね
の
郷
』
か
あ
り
、
宿

泊
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
・

ま
た

長
崎
国
見
町
で
は
、
国
見
商
校
を
訪

れ
、
歓
迎
を
受
け
ま
し
た
。

大分県国見町 で



納
税
組
合
長

八
　
鳥
　
新
太
郎

大
分
国
見
町
は
、
人
口
は
少
な
い

け
れ
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
町
の

た
め
に
努
力
さ
れ
て

い
る
姿
が
う
か

か
い
知
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

長
崎
岡
見
町
で
は
、
人
変
熱
心
な

意
見
交
換
会
と
な
り
、
時
間
を
延
長

し
昼
食
を
と
り
な
が
ら
の
交
流
と
な

り
ま
し

た
。

保
健
委
員
会
委
員
長中

　
村
　
兼
　
吉

大
分
県
の
国
見
町
は
、
半
農
半
漁

の
町
で
兼
業
者
も
多
く
。
農
業
は
米
。

メ
ロ
ン
、
イ
チ
ゴ
、
ミ
カ
ン
、
シ
イ

タ
ケ
を
生
産
し
て
い
る
と
の
こ
と
。

長
崎
県
国
見
町
は
、
農
業
か
主
産

業
で
、
帝
産
も
盛
ん
で
、

。
時
期
は

年
間
九
千
頤
の
ブ
タ
を
飼
育
し
て

い

た
と
の
こ
と
。

国
民
年
金
組
合
長

本
　
多
　
ミ
　
ツ

私
は
年
金
組
合
畏
と
し
て
同
行
し

ま
し
た
・

大
分
県
も
長
崎
県
も
年
金

組
合
連
合
会
と
い
う
組
織
は
な
く
、

納
税
組
合
か
徴
収
し
て
い
る
と
の
こ

と
で
し
た
。
口
座
振
替
制
度
も
ま
だ

実
施
さ
れ
て
お
ら
ず
、
私
た
ち
国
見

町
の
国
民
年
金
保
険
料
の
検
認
率
が

福
島
県
内
で
一
位
だ
と
話
し
ま
す
と
、

と
て
も
驚
か
れ
ま
し
た
。

体
育
協
会
副
会
長

松
　
浦
　
和
　
子

土
地
柄
の
違
い
や
習
慣
の
違
い
を

越
え
、
本
胥
で
語
り
合
い
。
裏
剣
な

討
議
か
で
き
ま
し
た
。
特
に
、
各
団

体
の
活
動
内
容
等
の
意
見
交
換
か
活

発
に
行
わ
れ
た
こ
と
は
、
と
て
も
有

意
義
な
研
修
で
し
た
。

昆崎・国見罵 校で

文
化
団
体
連
絡
協
議
会
副
会
長

渡
　
辺
　
ア
イ
子

大
分
国
見
町
の
文
化
団
体
の
数
は

『
・
卜
五
で
数
は
多

い
か
、
民
踊
の
団

体
か
九
団
体
、
生
け
花
か
五
団
体
と

の
こ
と
。
当
町
の
文
連
と
は
些
か
異

な
る
趣
き
。
民
踊
は
折
に
ふ
れ
発
火

会
を
閧
催
し
て
い
る
と
の
こ
と
。
長

崎
国
見
町
で
は
。
国
見
高
校
サ

″
ヵ

Ｉ
部
小
嫩
監
悍
に
お
会

い
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
女
流
を
深
め
、
そ
れ

ぞ
れ
の
町
発
展
に
協
力
し
て

い
き
た

い
と
思
っ
た
。

町
内
会
長

村
　
上
　
公
　

月

長
崎
・
人
分
の
両
国
見
町
と
も
、

本
町

と
同
じ

町
名

だ
と

い
う
こ

と
で

親
愛

の
情

、
切
な

る
も

の
が
あ

る

。

両

町
と

裸
の
交

流
か
で

き

、
輿

に

有
意

義
な
助

問
で

あ

ｆ。
た
と
思

う

。

今

後
ら
こ

の
事
業

を
継

続
し

。
相

互

の
理
解

と
観

唯
を
深

め
、

。。。町
の

発

展
と
住

民
隔

祉
の

向
Ｌ

に
努

め
て

ほ

し

い
と
馴
・
。
て

い
ま
す

婦
人
会
連
絡
協
議
会
長

鈴
　
木
　
キ
　
ヌ

人
分
県
国
見
町
で
は
．
高
齢
阯
会

に
向
け
、

’
イ
キ
イ
キ
国
見
シ
气
（

Ｉ
ト
ー
ン
‘
と
い
う
ま
 く
 
4

、
ボ

ラ
ン
テ
ｒ

ア
、
デ
イ
廿
Ｉ
ビ
ヌ
．、
給

食
サ
ー
ビ
ス
な
ど
の
施
設
と
し
て
の

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
建
設
が
進
め

ら
れ
て
い
ま
し
た
　
ま
た
、
過
疎
地

域
滞
在
施
設
整
備
モ
デ
ル
事
業
と
し

て
建
設
し
た

’皿

阯
温
泉
あ
か
ね
の

郷
」
も
す
ば
ら
し
い
施
設
で
し
た
．

妊
崎
県
国
見
町
は
、
婦
人
会
活
動

か
活
発
で
、
公
民
館
や
ほ
政
行
事
へ

の
参
加
、
敬
老
会
ボ
ラ
ン
テ
ｆ
ア
や

食
事
サ
ー
ビ
ス
へ
の
参
加
と
一
生
懸

命
で
す
．

母
子
保
健
推
進
員
協
議
会
剛
会
長

阿
　

部
　
照
　
子

大
分
・
堤
崎
の
国
見
町
と
も
母
子

保
他
推
進
ａ

の
家
庭
訪
問
は
歓
多
く

実
咆
し
て
い
る
よ
う
で
、
い
ろ
い
ろ
1
:

夬
し
、
地
城
性
に
富
ん
だ
活
動
を

実
施
し
て
い
る
よ
う
で
し
た
。

も
う
少
し
詳
し
い
話
か
で
き
れ
ば

良
か
っ
た
か
な
と
も
思
い
ま
し
た
。

事
務
局

最
初
の
日
的
地
大
分
に
着
い
て
間

ら
な
く
、
「
国
見
」
と
い
う
傑
識
や

案
内
皈
今
日
に
し
た
時
の

’あ

っ
川

見
だ
」
と
そ口
っ
た
み
な
さ
ん
の
声
か

今
も
耳
に
残
乙
て

い
ま
す
。
同
じ
町

名
と
い
う
だ
け
で
、
こ
ん
な
に
も
強

い
親
近
感
を
持
つ
と
い
う
こ
と
を
知

交
流
は
う
ち
解
け
た
中
に
も
み
な

さ
ん
の
裏
摯
な
姿
に
。
人
分
・
長
崎

両
国
見
町
の
方
々
も
同
様
に
応
え
て

く
だ
さ
い
ま
し
た
。
学
ぶ
べ
き
こ
と

も
多
く
。
今
後
の
文
流
の
人
き
な
礎

と
な
っ
た
こ
と
と
信
じ
て
お
り
ま
す
。

み
な
さ
ん
。
お
世
話
に
な
り
ま
し

た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

国見町を

紹介します！

大分県　国 見町

国 呶半鳥の北端に位置

し。･|と安・ 餓倉時代に仏

粕 文化か栄えその 名残り

の遺跡や 文化財をfi する，

岬と人･j 江か交互するll

ア ス式海岸に囲 まれた歴

史と文化とロマンの 欒。

農業を基幹産業 とするｆ
ａ 半漁,のII.

・而　 碵　　72. ㈲ki

・＆ 「1　　6､1 弼０人

・匯帯妝　2.  : 3 世帯

長崎県　国見町

長崎県の南東部鳥原半島の

北部に位置する。

堅史は古く.fS'史前より文

化か閧けたところで、半農半

漁の南高来郡北部における産

業・経済の中心地、県立国見

商校サｙカー鮖の活躍ぶりは

っとに有名。

・面 積　　:  .98k㎡

・人　口　　12.214 人

・世帯数　　3  lt 世帯



元気に歩いて健康づくり！

第８回町民ウォーキング大会

九
月
十

日
、

第
八
回

ウ

ォ
’
‘
キ

ン

グ
人
会

か
開

催
さ

れ
、

二
百
名

を
超

す
参

加
者
は

、
往

筏
十

・
六
㎞

を
元

気

に
歩

き

と
お
し

ま
し

た
。。

観
月

台
文

化
セ

ン
タ

ー
で
準

備
体

操
を

し
て
出

発
。

コ
ー

ス
途
中

に
設

け
ら

れ
た
給
水

所
で

小
休

出
を

し

た

あ

と
、
阿
津
賀

志

山
頂
を

日
指

し
ま

し

た
。

山
頂

で

は
、
参

加
徃

全
員
で

記

念

撮
彫

。
し

ば
ら
く

休
憩

を
し

た
あ

と
、

再

び
観

月
台

文
化

セ
ン

タ
ー

を
目
指

し
て

山
を
降

り
ま

し

た
。

観

月
台
文

化
セ

ン

タ
ー

に
戻
り
完

歩
証

を
受
け

取
・
。
た
参
‐
加
荐

は
。
は

子

保
健
推
進

員
の

み
な

き
ん

が
作

っ

た
豚

汁
に
舌

鼓
：
≒
。

健

康

世

帯

健
康
高
齢
者

表

彰

九
川

十

一
日
の

敬
老

会

に
、
国

民

継
康

保
険
加

人
者

で
、

罘
成

六
年
度

中
に

‐‐‐
度
む
受

診

し
な

か

’。
た
健

康

世
帯

と
仙

康
商

齢

胃
の

み
な

さ
ん

に

表
彰
状

と
記
念

品

か
贈

ら
れ

ま
し

た
『
。

継

康
世
帯

は
、

十
匕

年
間

無
受
診

の
占
田

夕
力

さ
ん

｛
只

川
町
内
会

｝

の
世
帯

を
は

じ
め

、
瓦

卜
九

肚
帯

。

健
康

鳥
齢
青

は

、
八
鳥

。
巾

さ

λ

（
本
町

町
内
会

）

は
じ

め
四

卜
「

人

■
健
康
世
帯
　
　
　
　

（
敬
昨
略
）

・
卜
七
年

吉

田
　

タ
カ

・
十
　

印
鴨

田
　

常
雄

・
匕
　

乍
佐
藤
　

要
秡

・
六
　

乍
佐
藤

恵
ｆ
　

菅

野
よ

し
子

・

阯
　

年
高

野

矢
占
　

長

谷
川
恥

訪

・

四
　

叭
村
卜
　

存

郎
　

佐
藤
　

次

郎

後
藤

忠

一

・

―
　

犀
本

川
　

ぐ
占
　

人
津
　

ス
ィ

唯
昨

心
．ｈ

川
　

中

野
　

’…。

・
．一
　
年

佐
藤
れ

卜
7。
　

人
竹

清
司

松
浦
　
俊
彦
　

佐
藤
　
昭
夫

高
喃

竹
治
　

半
沢
　
フ
ク

大
和
　

シ
ゲ
　

後
藤
　

澄
雄

高
原
巾
太
郎
　

熊
坂

講
和

大
津
　
昭
一
　
　

松
浦
　
久
一

谷
津
　
ヨ
ノ
　
　

鈴
木
　
鐵
男

松
浦
　
敏
雄

・
一
　
乍

阿
部
　
善
雄
　

遠
藤
　
重
複

小
野

貞
夫
　

樋
口
　
清
光

川
口
　
良
大
　

阿
部

廣
志

松
川
　
存
雄
　

半
澤
　
幸
雄

赤
坂
　
矢
松
　

長
谷
川
昭
寿

斎
藤
　
豊
子
　

晦
谷

純
孝

後
碑
　
μ

．
　

佐
藤

文
夫

近
野
　
昭
郎
　

蓬
田
　
晋
一

付
卜
　
文
謹
　

村
上
　

寿
術

べ
を

政
市
　

菊
地

富
次

菊
地

惣
助
　

付
野

昭
雄

佐
藤
　
年
允
　

水
山
キ
ク
ｆ

遠
藤

敏
雄
　

志
村

次
郎

松
川

佰
郎
　

菊
池

春
脚

化
秘
　
和
人
　

鈴
木
　
秋
正

■

健

康
鳥
齢

行
　
　
　

（
’敬
称
略

’）

ぺ
鳥
　
一
山
　

鈴
木
み
ど
り

古
川
　
政
・
夫
　

須
田
　
も
と

松
浦

從
子
　

村
拜
　
庄
傳

徳
江
　
姦
策
　

吉
田
　
ト
ミ

秦
　

長
藏
　

鈴
木
　
研
助

渡
辺
　
フ
ミ
　

松
浦
権
治
郎

斎
藤
　
長
一
　
　

佐
々
木
シ
モ

渡
辺
　
ミ
ヨ
　
　

菅
野

英
一

朽
木
　
勝
大
　

商
橘

宗
一

関
本
　

東
　

商
檎
八
重
子

佐
藤
　
徳
巾
　

武
田
　

．
郎

片
緊
　
サ
ヨ
　
　

鴨
田
　
竹
男

熊
坂
　
イ
ワ
　
　

武
川
　
フ
ミ

斎
藤
　
リ
ン
　
　
ハ
咎

末
治

佐
藤
　
充
作
　

八
巻

イ
ト

佐
藤

鵯
治
　

遠
藤

重
俊

遠
藤
　
ミ
イ
　

阿
部
　

誠

阿
部
　
正
郷
　

Ⅲ
千

寿
朗

汞
手
ふ
と
り
　

瀬
戸
　
ミ
チ

瀬
戸
　
定
良
　

佐
藤
　
豐
太

鈴
木
　
カ
ン
　
　

笳
川
　
種
雉

瀬
戸
　
寿
郎
　

中
村
　
政
冷

佐
久
間
マ
サ
イ
　
村
Ｌ
ア
キ
ェ

高
橋

徳
平
　

佐
藤
　
フ
サ

笠
原
新
太
郎



私
た
ち
に

で
き
る
こ
と
っ
て
：
：

戦
後
の
貧
し
い
一
時
期
を
乗
り
越
え
、
高
度
経
済
成
長
を
と
げ
た

日
本
。

生
活
が
豊
か
に
な
っ
た
反
面
、
大
量
生
産
、
大
里
消
費
に
伴
う
ゴ
ミ

の
排
出
量
は
、
増
加
の
一
途
を
た
ど
っ
て
い
ま
す
。
何
年
か
後
に
は

処
分
場
が
い
っ
ぱ
い
に
な
っ
て
し
ま
う
・
…

そ
こ
ま
で
、
問
題
は
深

刻
化
し
て
い
ま
す
。

使
い
捨
て
の
時
代
か
ら
リ
サ
イ
ク
ル
の
時
代
へ
。
い
ま
ま
で
ゴ
ミ

と
し
て
処
分
さ
れ
て
い
た
も
の
を
い
か
に
再
利
用
す
る
か
が
問
わ
れ

る
時
代
と
な
り
ま
し
た
。

ち
り

が
積
も
る
と

ゴ
ミ
の
山

平
成
五
年
度
の
岡
見
町
の
ゴ
ミ
の

収
集
量
は
、
二
千
三
百
五
卜
四
ト
ン
。

日
本
全
体
の
年
間
一
般
廃
棄
物
の
量

は
、
約
五
千
八
十
万
ト
ン
で
、
東
京

ド
ー
ム
の
約
百
四
十
杯
分
。
最
終
処

分
場
の
残
余
年
数
は
全
国
平
均
で
約

八
年
と
深
刻
な
事
態
を
迎
え
て

い
ま

す
。
ま
た
、
新
し
い
処
分
場
の
確
保

に
つ
い
て
も
、
川
地
破
保
の
問
題
な

ど
で
非
常
に
む
ず
か
し

い
状
態
で
す
。

一
方
、
ゴ
ミ
の
処
分
に
は
多
く
の

お
金
が
か
か
り
ま
す
。
全
岡
の
ゴ
ミ

処
分
の
経
費
は
国
民

】
人
あ
た
り
年

間
一
万
三
千
円
も
支
払
っ
て
い
る
こ

と
に
な
り
。
こ
れ
は
十
年
前
の
二
倍

近
い
額
で
す
。

容
器
包
装

廃
棄
物
が
問
題

容
器
包
装
廃
棄
物
と
は
、
商
品
を

購
入
し

た
と
き
に
つ
い
て
く
る
ビ
ン

や
カ
ン
、
紙
や
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
の

容
器
や
包
装
の
こ
と
で
。
一
般
慶
棄

物
の
中
で
高
い
割
合
を
占
め
て
い
ま

す
。
そ
の
割
合
は
、
約
六
割
。

一般廃棄物全体に占める
容器包装廃棄御の割合

な

か
な
か
進
ま
な
い

リ
サ
イ
ク
ル

一
般
廃
棄
物
を
リ
サ
イ
ク
ル
す
る

と
ゴ
ミ
の
最
は
蓍
実
に
減
っ
て
い
き

ま
す
。
ゴ
ミ
を
ゴ
ミ
と
し
て
処
分
す

る
の
で
は
な
く
、
再
利
用
で
き
る
も

の
は
同
収
し
。
資
源
と
し
て
活
川
す

る
こ
と
か
人
切
で
す
。
と
こ
ろ
か
。

一
般
廃
棄
物
の
り
サ
イ
ク
ル
乖
は
三
・

四
％
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
の
か
現
状

で
す
。
工
場
な
ど
か
ら
出
る
麗
業
廃

棄
物
の
り
サ
イ
ク
ル
率
が
三
〇

こ
（

％
で
あ
る
の
に
比
べ
、
か
な
り
低
い

率
に
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
分
別

回
収
を
実
施
し
て
い
る
市
町
村
は
全

体
の
約
四
割
に
上
っ
て
い
ま
す
が
、

そ
の
対
象
は
カ
ン
や
ピ
ン
な
ど
に
と

ど
ま

ゴ
廴
い
る
と
こ
ろ
か
ほ
と
ん
ど

で
す
。

使
わ
ず
、
捨

て
ず

回
収
に
協
力
を

今
年
の
六
月
、
容
器
包
装
リ
サ
イ

ク
ル
法
が
成
立
し

ま
し
た
。
こ
の
法

は
、
巾
町
村
、
事
業
者
。
消
費
者
か

そ
れ
ぞ
れ
に
責
任
を
も
ち
、
リ
サ
イ

ク
ル
の
役
割
分
担
を
し
て
い
く
こ
と

を
決
め
た
も
の
で
す
。

眼
町
村
は
容
器
包
装
の
分
別
回
収

を
行
う
こ
と
で
、
ま
た
申
業
者
は
分

別
収
集
さ
れ
た
容
器
包
装
廃
棄
物
を

再
商
品
化
す
る
こ
と
で
リ
サ
イ
ク
ル

活
動
を
推
進
し
よ
う
と
す
る
も
の
で

す
。家

庭
で
の
リ
サ
イ
ク
ル
対
策
は
、

ま
ず

ゴ
ミ
に
な
っ
て
し
ま
う
よ
う
な

も
の
は
な
る
べ
く
使
わ
な
い
、
家
庭

内
で
再
利
用
で
き
る
も
の
は
拾
て
ず

に
リ
サ
イ
ク
ル
す
る
、
自
分
の
住
ん

で
い
る
市
町
村
か
分
別
回
収
を
し
て

い
れ
ば
そ
れ
に
協
力
す
る
な
ど
の
方

法
か
あ
り
ま
す
。
み
ん
な
で
協
力
し

て
ゴ
ミ
を
減
ら
し
。
快
適
な
生
活
環

境
を
つ
く
り
ま
し

ょ
う
。

【献 血 あ り が と う ご ざい ま し た】
平成 ７年9  月 %  け火 施1〕 (敏狗略)

○は成分献血　Ｏは4 )〈一 般 〉

Ｏ福 地 利　災　　Ｏ谷　津 隆　 彖　 ○山　家　あき子　 Ｏ菊　地　幸　喜
宍　μ　隆　 一　　 八　卷　幸　子

〈国 見裂 菓〉

○岡　畸　　 井　 〇膏　野 隆 宏　 Ｏ菅　野 哲　t彑　　 内　村　嶌戔子
遠　鵬　良　瞋　　 大　礦　幸　弘　　 小　野　っや子　　 後　Ｓ　 典江了
彦　坂 勝　利　　 彦　峨　幸　恵　　 占　内 忠　 行　　 松　浦 君　 了一

武 藤　友　 炙
く大岩 機船工業 所 国 見事案 所）

○安 藤　Ｍ　 克　 Ｏ熊　 谷　盛　雄　 Ｏ斎 藤　雛　敏　 ○榊　枝　　 仁
○佐 鵬　-･ 昭　 ○佐 藤　一 紀　 ○鈴　 木　秋　二　 〇鈴 木　　 陲
○高　檎　穗　史　　○武　田 之　利　 ○長谷川　栄　藏　 ○艮谷川　裕　人
○蕩　 田　　 茂　　 伊 直　裕　司　　 大　貫　芳　男　　 片　平 侶 貴
兪　間　　 悟　　 桜 井　洋 裕　　 佐 牒　　 道　　 佐 藤 芳　則
武　田　美貴子　　 知 念 利　彦　　 鳥 越 之　夫　　 仲　野 周　爽
中　野 曩　夫　　 本　田　 孝　吉　　 富　口　喜　則

〈 コ ー プ マ ー ト 国 見 〉

○半　沢　アサ子　　Ｏ兜 鳥　　 刈　 ○後　藤 剛　 志　　 阿　部 民 子

佐 藤 玲　 子　　 谷　　 偖　子
〈朽木繊 維〉

○朽　木 雅　彦　　 朽　木 葵　子　　 朽　木 亰　子　　 佐 ●　由美子
〈国 見町 商工 会〉

○小 紫　 春 雄　　 鑓　 水　正　 卻
〈国 見町 役場〉

鑓　 水　 竜　 －

リ
サ
イ
ク
ル



友よほんとうの空にとべ！

ふくしま国体
大会旗・炉火リレ一

十
月
八
日
、
ふ
く
し

ま
国
体
の
人
会
峡
と
炬

火
か
、
町
内
の
小
中
学

生
に
よ
・
て
リ
レ
ー
さ

れ
ま
し
た
．

コース中で最も色な坂を走ります 梁 川 町力･ら引 き繕い だ炬火と人会旗

中学生ヘバトンタッチ歓迎式 テレビカメラも回ってる

役魯に羞いたａ折町へと引き繕ぐ



I
N
F
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A
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O
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最
低
資
本
金
が

引
き
上
げ
ら
れ
ま
す

平

成

．
．一
年

の

商

法

改

正

に

よ

り

、

最

低

資

本

金

が

．

株

式

会

社

に

つ

い

て

は

一

不

万

円

に

、

町

限

会

桂

に

っ

い

て

は

．『
．
．
｛

‥‥
万

円

に

引

き

卜

げ

ら

れ

ま

Ｌ

た

．

既

存

の

会

社

に

つ

い

て

は

、

ｙ

成

八

年

三

川

未

日

ま

で

に

、

最

吸

資

本

金

を

満

た

し

、

登

記

手

続

を

完

・ｒ

し

て

く

だ

さ

い

．

期

限

ま

で

に

登

記

手

続

を

完

了

し

な
い
と
職
梓
解
散
さ
せ
ら
れ
て
し
ま

う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
ご
注
意
く
だ

さ
い
『
。

－

問
い
合
わ
せ

・
福
鳥
地
方
法
務
局
桑
折
出
張
所

霖
笳
３
２
０
９

・
柵
鳥
地
方
法
務
Ｑ
　

登
記
部
門

霤
劭
―
―
Ｉ
Ｉ

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の

年
　
末
　

調
　

整

彫

右

調
幣
は

、
毎
月

の

給
卜

や
ボ

ー
ー
ナ
ス

か
ら
差

し
引

か
れ

た
所
得

脱

と
．

一
年

川
の

給
７

総
額

に
対
す

る

￥
脱

額

と
の
差
額

を

晴
葬
す

る
も

の

で
．

サ
ラ

リ
：

マ

ーｙ

に
抖‐二

て
は

確

定
申

告

に
代
わ

る
大

切
な
ｆ

続
さ

で

弋①
・
扶

養
親

族
に
異

動

の
あ

っ
た
人

．慴
各
陳
保
険

料

の
控
除

を
う
け

よ
・
つ

と
す

る

人

③
配
偶
者
特
別
控
除
を
受
け
よ
う
と

す
る
廴

な
ど
は
、
勤
杤
光
に
忘
れ
ず
に
控
除

巾
ｔ
い
む
ぞ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

脱
務
課
　
課
脱
係

霏
恭
2
1
1
1
　
内
線
１
５
１

福
鳥
脱
拷
茗
　
韲
傴
3
1
2
1

｢中 小企業勤労者財形制度普及促進月間｣

【財形 制 度とは 】

勤労者が計画的に貯蓄する［財形貯蓄制度］ 、･11

業主か勤劣者に金銭を艇出し勤劣者の財産づく

りを援助する「財形給付金制度や資金制度」財形

貯蓄をしている勤労者に1 ’持ら家取得資金や教育

礎金を融資する制度」の３つからな-lています。

【財形 吟蓄 とは 】

財形貯蓄には．許通貯蓄の 匚 一般財形貯蓄」.

６０歳以後に年金として支払を受けることをlll的と

した「UI形年金貯蓄」．住宅の取得や増改築等を11

的とした「財形住宅貯蓄」の３楝があ･Jます.

事業主の協力をi!lて、|［ の々給与や賞与から企

融機閲籌に仙みなてていきます｡

U4形年金．財形住.宅貯蓄には利子非課税の得点

かあ･･、財形貯蓄をしている方は．低利で大’illの

財形融 資 4 ･利川するこ､とかでき１す.

【財 形融 資とは 】

持ち家融資制喰及び教育融省制度ｶ く あ ます，

町形貯帯をしているゐか家を新築する場合，新

築) 申占( 住宅を講,人する場合，叢の増改築・修

繕する場介に最高4,0『x1万』11まで倶りることがで

き,ます.

財形貯蓄をしている方は．豕人又はその観族か

一定心乍校に進乍する場 ､  在･？L ている場合に．

必嬰な資金を最商･15{}万円までln.I,･るこ,とができ

ます．

■問い 合わせ

雇川 促送事業1一月　iM島雇 川促 進セ冫 ター-

5  5 0 3

福島県の最低賃金

守ってね　時間・約束・最低賃金！

平成７年10 月１口から

１　日 4463円

１時間 558 円
(時間給労働者)

★この最低賃金は．福鳥県内の事業所で履用されるパートタイマ一、ア･レパイト等を含むすべての労働者に

適剛されます.

★最低賃金額には、次の貨金は含 まれません.

①鵯皆勤手当・通勤手当・家族-ｆ当　　　　･ ﾌﾟj2･ 1 月 を超える期 間ごとに支払われる賃金

②臨時に支払われる賃金　　　　　　　　　 ④1時間外・休|.l労働・深夜労働の割増貿金

★非鉄金属製造業、電気機械器具製造業、輸送用機械器具製造業、精密機械器只興造業．自動III:小売業にっ

いては、それぞれの最低賃金か適用されます．

労 働 保険 の 加 入は お す み で す か ？

劣働台を一人でも雇川している事業主は｡戸叙働保険の加人義務かあります｡

■問い合わせ　　 福鳥劣働基卿川（Ｓ３６-,4604））　 労働基牟監督 ( 36  ｰ 462  )



国
見
町
の

人

口

あ

て

ク

イ

ズ

平
成
七
年
度
国
勢
調
査
に
よ
る
国

見
町
の
人
口
は
い
り
た
い
何
人
で
し

ょ
う
か
。
ふ
る
っ
て

ご
応
募
く
だ
さ

い
。

■
応
募
資
格

国
見
町
内
の
居
住
者
及
び
町
内
事

業
所
動
務
者

■
応
募
方
法

官
製
（

ガ
キ
又
は
私
製
【

ガ
キ
で

ご
応
募
く
だ
さ
い
・

ひ
と
り
一
枚
、

】
同
答
に
限
り
ま

す
．
（
複
数
回
答
は
失
格
）

住
所
、
氏
名
．
年
齢
、
勤
務
先
事

業
所
名
、
電
話
番
号

－

締
切
日

平
成
七
年
十
一
月
二
十
四
日

（
当
日
消
印
有
効
）

※
締
切
日
を
延
ば
し
ま
し
た
″・

■
選
考
・
発
表

国
見
町
の
人
口
は
、
官
報
で
公
表

す
る
福
島
県
の

’人
口
総
数
‘
に
よ

り
発
表
し
。
人
賞
荐
は
平
成
八
鰍
一

月
に
発
表
。

・
一
等
　
一
名

図
書
芬
一
万
川
分

・
二
砕
　
二
名
　
図
蠢
券
五
千
円
分

こ
二
等
　
五
名
　
図
書
劵
三
千
円
分

・
四
等

十
名

図
書
劵
二
千
円
分

－

応
募
先
・
問
い
合
わ
せ
先

企
画
商
工
課
　
企
耐
商
工
係

霤
6
2
1
1
1
　

内
線
２
５
３

【参 考 資 料】

国
　

勢
　

調
　

査

年　　 次 � 人　　 囗

昭50 』0.1 � ⅱ .928人

昭55.10  ｺ �12.050 人

昭60.10.1 � 肥 .02 人

平2.10  ﾖ �ll.  8人

現

住

人

口

調

査

年　　 次 � 人　 口

平3.  IO ｣ �ll  . 田 3人

平4  . 10. I � い .957人

平5.  IO �ll  .890人

平6  ﾖ 0 ﾖ � 】 920 人

せわ合な問の凵人

゜

る

す

す

ま

関

ね

に

か

募

じ

応

応

の

は

こ

に

西
分
署
管
内
の
火
災
発
生
件
数
は
。

八
川
末
現
在
で
十
五
件
で
す
。
的
年

は
同
時
期
で
八
件
で
し
た
か
ら
、
約

二
倍
で
す
。

寒
く
な
る
こ
れ
か
ら
、
火
災
の
発

生
か
多
く
な
り
ま
す
。
火
災
を
出
さ

な
い
た
め
に
、
し
う
一
度
、
次
の
こ

と
を
案
族
で
確
か
め
て
く
だ
さ

い
。

寝
タ
バ
コ
や
タ
バ
コ
の
投
げ
捨
て

を
し
な
い
。

’ｒ
ど
も
に
は
マ

″
チ
や
ラ
イ
タ
ー

な
ど
で
遊
ば
せ
な

い
。

鳳
の
強
い
と
き
は
、
た
き
火
を
し

な
い
。

天
ぷ
ら
を
彬
げ
る
と
き
は
そ
の
場

を
雌
れ
な

り

家
の
回
り
に
燃
え
や
す
い
も
の
を

置
か
な
い
。

風
呂
の
空
だ
き
を
し
な
い
。

ス
ト
ー
ブ
に
は
、
撚
え
や
す
い
も

の
を
近
づ
け
な
い
’。

平成７年度　町政懇談会のお知らせ

今年度の町政懇跂会を次の日假で関催します。

なお、今年慶の会場は。全地区 とも観月台文化七ンターとなりま寸。

月 � 口 � 吋　 象　 町　 内　 会 � 会　場 ・　時　 間

10 �31（火） � 小 坂 地 区 の 全町 内 会 �

観月台文化センター　

午後２時から

11 �

９（村 � 大 枝 地 区 の 全 町 内 会

�20（月） � 大 木戸 地 区 の 全町 内 会

�22（水） � 森 江 野 地区 の 全町 内 会

12 �

６（水） � 藤 田 地 区 の 町 内 会

�７（木） � 山崎・石毋Ⅲ地区の町内会

税
を
知
る
週
問
　
1
1月
の
納
税

十
一
月
十
一
日
か
ら
十
七
口
ま
で
、

［
脱
を
知
る
週
間
］
で
す
。
こ
の
機

会
に
。
あ
。な
た
も
税
金
の
仕
組
み
や

使
い
み
ち
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ

ん
か
。

固
定
資
産
税
（
第
四
期
）

伊
達
酉
部
土
地
改
良
区
費
（
後

期
）
　
　
　
　
　

・

伊
達
西
根
堰
土
地
改
良
区
費

（
後
期
）



パ
ス
ポ
ー
ト
が
変
わ
り
ま
す

旅
券
法
が
ト

ー
月
一
日
に
改
正
さ

れ
、
パ
ス
ポ
ー
ト
の
種
頭
か
増
え
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
現
行
の
五
年

間
有
効
な
も
の
に
、
十
年
間
有
効
な

も
の
か
加
わ
り
。
五
年
間
有
効
な
も

の
に
’ｒ

ど
も
料
金
（
十
二
歳
末
満
）

が
新
設
さ
れ
ま
す
。
ま
た
。
卜
年
パ

ス
ポ
ー
ト
は
査
証
の
べ
１
ジ
か
増
え
、

便
利
に
な
り
ま
す
。
さ
ら
に
親
の
パ

ス
ポ
ー
ト
に
子
ど
も
の
名
前
を
加
え

る
現
行
の
併
記
制
度
は
廃
止
さ
れ
ま

す
。
ど
の
パ
ス
ポ
ー
ト
を
取
得
す
る

か
は
申
請
青
の
選
択
に
な
り
ま
す
。

－

注
意
事
項

・
十
一
月
一
日
以
前
に
子
ど
も
の
名

前
を
併
記
し
た
旅
券
は
有
効
期
問

内
で
使
用
可
能
で
す
。

・
年
齢
に
関
す
る
も
の
は
申
調
日
の

満
年
齢
で
す
。

■
旅
券
の
手
数
料
等

旅券の鯉類 �対 象 年 齢 � 手　　 数　　 料（印 紙と証 紙で納 入）

５ 年 旅 券 �12

歳 未 満 �手数料5.  ( 円( 印紙3  . 圓 0円　証紙2,(X)O 円)

�12歳以上 �手数料10.000円（印紙8,00  0円　証紙2  ､ OOO円）

10 年 旅 券 �20歳 以 上 �手数料15 . 网円( 印紙ﾛ .000円　証紙2.000 円)

■
問

い
合
わ
せ

福
島
県
パ
ス
ポ
ー
ト
窓
口

Ｓ
剛
7
9
9
9

観月台文化情報

★国見町ふるさとコンサート

第1部

小学生による音楽の祭典　11月10日(金

)
第2部

国見町出身演奏家によるプロムナード演奏会　12月9日(土

)
・ｶ  砂 ﾁ　 ｒフ４ 一 声ノ

“Ｊ φｔ 蓆ソ ナタ″　μｊ･

・j豸４ｒ･ｆ Ｘ　　ｒノ４ ノ

＆が 戸第 ﾉ  よ･ダ　“政ｊｆ４ なぷ ダだがｊ ヵ ４″　μｊ･

・ 瀋4jx ヂ　 ｒど アノノ

ボｇyｌ 一ズ“ 寿 ４ ″ /７ｊ･

・膚 冰 亡ｊ ぶ か ｓｊ ヂ　1'ど アノノ

どアノ迴鳶　 ／ぶりの ｵ 代 の: どダタフノ よ ぴ　xj j･

・ 薹覃冫Ｊ:ヂ　 どノ贏遽ノ

翕洳　｢  な ろ し よ ﾉ みダ　4y ｊ･

を 0  み せ

ＸＸ 町々ｊ･'φＸｔ　ｊ Ｊ 粐ｇｇ　 文 ｲ と　 ＸΓδｊ-だ 刄
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H
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公
民
館
だ
よ
リ

国

見

町
公

民

館

国
見
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岡
字
観
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台
ｌ

ａ
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F
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帥
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高
齢
者
の
健
康
に
つ
い
て
学
ぶ

～
阿
津
賀
志
学
級
～

阿
津
賀
志
学
級
の
健
康
教
宰
は
九

月
一
。
十
七
日
。
奴
月
台
文
化
セ
ン
タ

ー
大
研
修
室
で
開
か
れ
ま
し
た
。
溝

師
は
公
立
腰
田
総
合
荊
院
院
長
の
朽

木
渉
先
生
で
、
約
一
時
間

に
わ
た
っ

て
講
話
さ
れ
ま
し
た
。
心
配
さ
れ
た

天
候
も
回
復
し
百
名
を
越
す
参
加
者

で
、
会
場
い
っ
ぱ
い
に
な
り
盛
人
な

講
演
会
と
な
り
ま
し
た
。

お
話
は
、
現
代
の
若
抒
と
高
齢
者

の
体
質
は
令
く
異
な
り
、
従
っ
て
病

気
の
統
計
も
従
来
と
は
違
・
て
い
こ

と
い
う
こ
と
か
ら
話
を
進
め
ら
れ
、

ｔ

と
し
て
商
齢
者
と
病
気
の
関
係
に

つ

い
て
話

さ
れ

ま
し

た
。

高
齢
者

と
動
脈
硬

化
の
メ
カ

’一
万

ム

に
つ

い
て

は
避
け

る
こ

と

が
で
き

な

い
老

化
現
象

で
あ

る
こ

と
、

食
生

活

を
工
人

し

た
り
、

過
度

の
ス

ト

レ
ス

を
な
く

し

た
り
す

る
こ

と
に
よ

っ
て

高

血

暖
を
最

小
限

に
と

ど
め

る
こ

と

か
で
き

る
と

い
う

こ
と
を

。塩

分
の

摂

取
最

」

・
。年

寄
り

の
冷

や
水

」「
寒

風

巾
で

の
散
歩

」

｛
肥
満

体

｀

「
コ

レ
ス
テ

ロ

ー
ト

な

ど
を

話
姻

と
し

て

、
只

体

的

に
わ
か

り
や

す
く
話

さ

れ

、
斤
意

義
な

学
習

会
で

し
た

。

参
‐
加
丹

は
こ

の
後

、
セ

ン
タ

ー
川

辺
の
除

草
作
業

を

実
施

し
、

一
汀
‥
流

し
、
大

吸
の

雑
草

を
取

り
の

ぞ
き

ま

し

た
。

阿;隶館志学 級で「鳥 齢者の髫僵 囗こついて学 ぷ

練
習
の
成
果
を
発
揮

～
町
少
年

柔
道
大
会
～

第

亅
瓦
川
川

兒

町
少
年

柔
逆
人

会

は

卜
日
り
．
日
．

観
月

台
文

化
セ

ン
タ

１

体
介

館
で
川

か
れ

、
県

内
外

の
．卜

ど
し

た
ち

が
熱

戦
心
‐．繰

り
広
げ

ま
し

た
．町

柔

道
ク
ラ

ブ

の
に
催
で

、
柔

道

に
励

む
少
年
．

少
な

た
ち

か

．
堂

に

会

し
て
柔

道
の

技
能

を
高

め
る

と
と

も

に
挧
１１吼
の
親

ぽ
く

を
図

る
こ

と
を

日

的
に

、
毎
年

闘
か

れ
て

い
る
し

の

で
す

．

｀
’

人
会

に
は

．
福

鳥
、

宮
城

、
山

形
の
三

県
か
ら
三

ト
チ

ー
ム
か
出

嶋
。
小
学
生
低
。
高
学
年
と
中
学
生

の
部
に
分
か
れ
て
の
団
体
戦
、
夊
予

の
個
人
戦
を
行
い
ま
し

た『
。

選
ｆ
の
皆
さ
ん
は
投
げ
の
人
技
や

寝
技
な
ど
に
、
日

ご
ろ
の
練
習
の
成

吸
を
存
分
に
発
押
し
て
い
ま
し

た
。

熱戦を繰り広 げた少年 柔道大会

子
ど
も
た
ち
に

良
い
絵
本
を

子
育
て
教
室
の
「
絵
本
を
兒
る
」

は
九
月
一
。十
二
日
、
約
四
十
人
の
お

母
さ
ん
逵
か
出
席
し
て
観
月
台
文
化

セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
ま
し
た
『
。

幼
児
期
に
ど
ん
な
絵
豕

に
接
し
た

か
、
ど
ん
な
お
話
を
読
み
聞
か
せ
て

む
ら
い
た
か
で
、
そ
の
後
の
跳
辟
生

活
に
、
ひ
い
て
は
も
の
の
見
方
、
考

え
方
に
ま
で
人
き
く
彬
腎
す
る
も
の

で
すそ

こ
で
今
川
は
「
福
鳥
ｆ
ど
し
の

本
を
広
め
る
会
」
の
会
長
で
も
あ
る

内
池
和
子
先
生
に
講
師
を
お
願

い
し
、

お
話
し
て
肌
き
ま
し
た
。

★
子
ど
も
に

’読
ん
で
聞
か
せ
る
』

こ
と
の
番
ｉ

．
★
子
ど
し
に
「
読
ん

で
聞
か
せ
る
基
本
・
ポ
イ
ン
ト

｀
、

★
ど
ん
な
桧
本
が
あ
る
か
・
ど
ん
な

桧
本
が
よ
い
か
、
な
ど
を
具
体
的
に

桧
本
を
示
し
な
が
ら
わ
か
り
易
い
説

明
か
あ
り
ま
し
た
。

受
講
生
の
一
人
は
、

一
講
師
の
光
生
に
と
て
も
わ
か
り
易

く
説
明
し
て
濆

い
て
大
へ
ん
良
か

・・。
た
で
す
。
ま
た
、
今
回
は
性
教

育
の
桧
本
も
火
際
に
も
『
て
宋
ら

れ
て
紹
介
し
て
下
さ
り
、
と
て
も

参
考
に
な
り
ま
し

た
。』

と
感
忽
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
・

子 育て教室 で鰉本について学 ぶ



宮
町
Ａ
チ
ー
ム
が
優
勝

～
町
長
杯
ナ
イ
タ
ー
ソ
フ
ト
～

第

十

四
回
町

長
杯
ナ

イ
タ

ー
ソ
フ

ト

ポ
ー

ル
大
会

は
、
九

月
一

日
か

ら

十

四
日
ま

で
県
北

中
グ

ラ
ウ

ン
ド
で

行

わ
れ
ま

し
た

。

今

大
会

に
は

二
十
チ

ー

ム
か
出
場

し

。
ト

ー
ナ
メ

ン
ト
職

で
栄

冠
を
争

い
、

お
互

い
に

激
し

い
動
き

で
自
球

を
迫

い
か
け

、
好

勝
負

を
繰

り
広
げ

ふ冫
し

た

。

試
（
ｎ
の

結
果

は
次
の

と

お
り
で
す

。

優

勝

宮

町

Ａ

凖
優
勝

滝

川

第
Ξ
位

滝

山

″
　

岡
見
ク
ラ
ブ

優腸した宮町Ａチームの甘 さん

会
津
の歴

史
に
ふ
れ
る

九
月
十
三
日
、
三
十
名
が
参
加
し
、

く
に
み
女
性
教
室
研
修
旅
行
を
実
施

し
ま
し
た
。

研
修
は
「
自
然
や
伝
統
の
文
化
に

親
し
み
。
見
聞
を
広
め
る
と
と
も
に
、

学
級
生
相
互
の
意
見
を
交
換
し
、
観

睦
を
深
め
る
」
と
い
う
ね
ら
い
で
、

会
津
方
而
の
史
跡
、
名
勝
め
ぐ
り
を

行

い
ま
し
た
。

午
前
中
は
、
鶴
ヶ
城
を
見
学
し
、

展
望
台
よ
り
市
内
を
一
望
す
る
と
と

も
に
、
幕
末
の
武
人
た
ち
の
勇
姿
と

会
沖
の
人
々
の
伝
統
文
化
を
愿
び
ま

し
た
。

市
内
の
「
田
早
野
‘
で
捉
食
後
、

会
津
村
を
見
乍
。
六
万
坪
と
い
う
広

大
な
庭
圃
と
、
御
身
丈
£
１
七
メ
ー

ト
ル
の
会
津
慈
は
大
観
音
像
を
見
学

し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
猪
苗
代
の
世
界
の
ガ
ラ

ス
館
を
見
学
し
ま
し
た
。‘
参
加
者
は

み
ご
と
な
ガ
ラ
ス
エ
芸
に
感
嘆
し
、

そ
れ
ぞ
れ
か
気
に
入
っ
た
品
々
を
購

入
し
て
い
ま
し
た
、
時
川
い

”
ぱ
い

満
喫
し
、
帰
路
に
っ
き
ま
し
た
。

参
加
者
は
会
津
伝
統
や
文
化
に
ふ

れ
、
有
意
義
な
一
日
を
過
ご
し

た
研

修
と
な
り
ま
し
た
。

い
つ
ま
で
も

若

々
し

く

十
月
四
卜
。
く
に
み
女
性
教
室
は
。

「
簡
小
に
で
き
る
健
康
体
操
」
と
題

し
。
十
八
名
が
参
加
し
、
健
康
づ
く

り
学
習
か
行
わ
れ
ま
し
た
。

前
福
鳥
市
吐
会
教
育
指
導
員
の
佐

藤
キ
イ
先
生
を
講
師
に
、
健
康
で
長

生
き
す
る
た
め
に
は
、
治
療
医
学
。

予
防
医
学
。
健
康
増
進
の
医
学
か
必

嘆
で
あ
り
、
健
康
維
持
増
進
の
た
め

に
は
①
食
事
（
栄
養
）
②
運
動
③
休

養
｛
心
の
安
定
｝
の
３
要
素
か
必
要

で
あ
る
な
ど
の
講
義
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。

続
い
て
、
お
手
玉
や
タ
オ
ル
を
活

用
し
て
。
若
々
し
さ
を

い
つ
ま
で
も

保
つ
健
康
増
進
体
操
や
雛
理
迎
動
な

ど
を
行
い
ま
し
た
。

参
加
者
は
心
身
と
も
に
り
フ
レ

。

シ
よ
し
、
他
康
づ
く
り
に
取
り
机
み

ま
し
た
『
。

女性教室のr 簡皿にできる臂・ 休帰j

行　事　の　お　知　 ら　せ
月�日 �曜 � 行　　　　　　　　　　　　　　　 事 �月�日�噌 � 行　　　　　　　　　　　　　　 事

11 �

３

Ｓ

５ �

金

日 �

国兄町文化祭　

・総 合 作 品 展 （３日～５日）　

・ダンスパーティー （５Ｈ　午後６時） �11�12�

日 �

親子でクッキング

�������国兄町文化祭　

・音楽芸能発表会

�����13�月 �
くにみ女性教室（袋ものグループ）

���環境フｔアー（３日～５卜Ｄ　

・下水道コーナー　・合併浄化槽コーナー
�������ワープロ教室( 】 7 日まで）

�����15�水�阿津賀志掌級スポーツ民踊教室

���健康・福祉・年企・岡保コーナー（３［１～５出

�����17�金 �

阿津賀志学級、成人学級√女性教室合同学習　　｢

暮らしと法律を考える｣���町内一川駅伝競走大会（５日　９時）

�６�Ｈ �子ども移動図書館（大木戸小学校） ����子ども移動凶書館（大枝小学校）

�７�火 �Ｎ響メンバーによる弦楽瓦重奏団滴奏会 ����子育て救室（自主幸習）

�����19�日 �
ふくしま駅伝競走大会

�10�水 �

了･育て教室（みんなと遊ぶ）
�������第10回国見町スポーツ少年聞駅伝競走大会

���国兒町ふるさとコンサート（第１部）　

・町内小中学生音豪の祭典　　

ゲスト　国立羚豪人学助教授 高尾茂治先生

�����20�Ｈ �了･ども移助図書館（藤田小学校１年）

�����22�水 �
阿津賀志学級．女性教室 「映画鑑賞」

�������子ども移勤図杳鍄く藤田小学校３年）

�ｎ�ｔ �少年仲間づくり教室（ て作） �
�24�金 �子育て教室「幼児期のしつけ」



わ

だ

い

叙
情
に
酔
っ
て

九
Ｕ

ｊ
目

に
行
わ

れ
た

「
降
洋

子

コ

ン
サ

ー
と
一
一

は
、

ホ

ー
ル

い
・・。
ば

い
の
人

場
者

。

彼
な

の
ス

タ
ン

ダ
ー
ド
チ

ン
バ

ーー

と
な
・、
た

「
四
令

の
状

」
は
も

ち
ろ

ん

「
功

が

つ
る
讃
歌

｀
や

『
ふ
る
气『

と
』

な
ど
を

歌

い
あ
げ
ま

し

た
こ

総
理
大
臣
祝
状
伝
達

鈴

木

キ
セ

さ
ん

国

見

町

の

最

商

齢

者

で

、

ｋ

仙

自

歳

今

迎

え

る

鈴

木

キ

セ

き

べ

｛

川

内

宇

内
h
3
3

｝

に

、

内

閥

総

叩

た

臣

か

・
‐ｙ

白

歳

．長

々

呪

扶

・
こ

鈿

脯

か

噌

八

り
‘

ま

し

た

．

こ

の

伝

吐

は

、

叱

Ｈ

Ｉ

ぺ

日

自

宅

で

．

山

川

修

乍

県

北

廿

余

臨

祉

巾

吻

噺

長

と

冨

永

町

長

が

川

席

１
・

て

行

わ

れ

ま

し

り
Ｉ・．

キ

セ

？

ん
は

、

明

冷

．『

卜

乢

印

．
．

月

ニ

ト

ハ

ト

生

ま

れ

の

几
－

几

歳

耳

が

φ
・
し

責

え

た

も

の

力

、

片

の

川

り

の

こ

と

は

自

分

で

や

る

Ｆ
・
　

か

り

者

で

す

．

ま

た

、

川

兒

町

の

ｉ

性

の

最

鳥

齢

胃

は

野

剛

．輿

川

叩

｛

．心

廴

仕

才

巾

／

前

愬

｝
、
え

、

瓦

１

Ｌ

歳

で

ｔ

は
や
い
は
や
い
！

凡
り

．－

卜
、

剛
‘‥
り
小

学
皎

の
八

耻
ｔ

が
ち
朏
ｊ

る
小

乍

皎
ス

ホ
１
し

交
献
二

か
４

Ⅲ
小

学
皎
で
Ｉ９
わ
れ
ま

‐
’』
だ内

ｍ

や
ｒ

ｍ
七

、
四

卜‥‥
ｍ

り

．‘－

な
ど

に
、

タ
イ

ム
を
腿
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